
別紙５        
『テーブル９』 （UPTD：270） 

１） 適応 
・減圧障害の治療後の遺残症状 
・UPTD による制限から長時間の再圧治療が実施できない場合に、あるいは肺酸素中毒が

生じた時の１時的な使用 
２） 加圧速度：0.6Kg/cm２/分 
３） 減圧速度：0.6Kg/cm２/分，患者の状態により 0.03 Kg/cm２/分まで減速可能 
４） 1.35 Kg/cm２G（0.135MPa）到達後から治療を開始する。可能なら加圧開始時から酸  

素呼吸を開始する。酸素 30 分呼吸、空気 5 分呼吸による間歇的酸素呼吸を行う 
５） テンダーは 1.35 Kg/cm２Gでの最後の 15 分から大気圧到達まで、減圧速度の如何に  
   かかわらず酸素呼吸を行う 
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０ 

６） 患者が 1.35 Kg/cm２Gの酸素呼吸に耐えられない場合、治療圧を 0.9Kg/cm２G(0.09MPa) 
に変更（この変法の UPTD は 214）できる。また、間歇的酸素呼吸による治療時間を、
2 時間 15 分から最大３乃至４時間まで延長できる 
 
 
 
 
 
 
 

Kg/cm2G 
再圧治療深度VS.時間 （所要時間 2 時間 15 分） 
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